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はじめに

　「地域連携担当教職員（仮称）」とは、中央教育審議会答
申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策につい
て」（平成27年（2015）12月21日）ならびに「新しい時代
の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働
体制の在り方と今後の推進方策について」（同）、およびこ
れを踏まえて発表された「『次世代の学校・地域』創生プ
ラン」（通称「馳プラン」（平成28年（2016）1月25日））に
おいて、「地域コーディネーター」「統括（的）コーディネー
ター」とともに「今後法令上明確化することを検討する」
ことされた「学校と地域の連携を推進するため、学校内に
おいて地域との連携の推進の中核を担う教職員」のことで
ある。
　一方、北海道教育大学釧路校地域・環境教育専攻地域教
育分野では、「地域とともにある学校」の先進事例として
知られる「うらほろスタイル推進地域協議会」と連携し、
持続可能な地域づくりに向け教師として「学校の中」から
貢献していく「地域創造型教師」養成に取り組んできた（1）。
本稿ではこうした取り組みから得てきた知見をふまえ、「学
校と地域の連携を推進するため、学校内において地域との
連携の推進の中核を担う教職員」として期待される「地域
連携担当教職員（仮称）」の教員養成課程における養成の
可能性について検討を加える。
　以下では、「地域創造型教師」養成が必要とされる同時
代的背景としての北海道の地域課題と「地方創生」をめぐ
る教育政策の動向、および「うらほろスタイル推進地域協
議会」と連携した地域教育分野の「地域創造型教師」養成

の取り組みについて述べた上で、上記課題について考察す
る。

１．持続可能な地域づくりと釧路校の使命

（１）北海道の地域課題とは
　【図1】【図2】は、平成26年（2014）8月1日に開催され
た、第1回「北海道の人口減少問題に関する有識者会議で
配布された資料からの転載である。【図1】では、2010年の
人口を100とした場合の2040年段階の人口について、「約
半数の市町村で、人口が2010年の6割未満となる」ことが
示される。同じく【図2】では、道内の市町村を3000人未
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【図1】2010年の人口を100とした場合の2040年推計人口（道
内市町村）〔北海道総合政策部政策局（計画班）2014〕よ
り転載。
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満、3000人以上10000人未満、10000人以上と人口規模別
に区分けし、「人口3000人以下の市町村が2040年には2010
年の約3倍になる」と推計している（第1回「北海道の人
口減少問題に関する有識者会議」（平成26年（2014）8月1
日（木））資料（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/
syokosingi/20140709-1-1.pdf）、平成29年（2017）6月4日最
終確認）。
　【図3】は、平成27年度現在における各支庁全小中学校数
に占めるへき地校指定率を算出したものである。道都札幌
の所在する石狩支庁で111校中15校（13.5％）、空知支庁で
111校中17校（15.3％）、胆振支庁で129校中19校（14.7％）
と低率であるのに対し、周縁部ほど指定率が高く、十勝・
釧路・網走支庁では50％～ 60％、宗谷支庁では96.9％（65
校中63校）、そして檜山支庁・根室支庁ではそれぞれ39校
中39校、52校中52校（100％）と、全ての小中学校がへき
地校指定を受けている。
　こうした事態の原因が、地方農山漁村からの若年層を中
心とした人口流出と、都市部（とりわけ札幌）への一極集
中にあることは言うまでもない。「消滅可能性自治体」と
いう言葉をまつまでもなく、地方郡部の「へき地」農山漁
村にあっては、地域社会そのものの持続可能性の実現こそ
が喫緊の課題であると言わなければならない。

（２）地方創生の実現に向けた教育政策の動向
　このような課題状況をふまえ、「まち・ひと・しごと創
生本部」が設置（平成26年（2014）9月）、「まち・ひと・
しごと創生法」が交付・施行された（同11月）。またこれ
を受け、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」とこれ
を実現させるための5カ年計画「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」がとりまとめられた（同12月27日閣議決定）。
このような地方創生関連施策の展開を受け、文部科学省で
も地域における学校のあり方について再検討が行われてい
る。

　たとえば、平成27年（2015）12月21日に手交された中央
教育審議会答申「新しい時代の教育や地方創生の実現に向
けた学校と地域の連携・協働体制の在り方と今後の推進方
策について」では、「教育は、地域社会を動かしていくエ
ンジン」であり、学校は「子供たちの豊かな学びと成長を
保障する場」のみならず、「地域コミュニティの拠点とし
て、地域の将来の担い手となる人材を育成する場」である
こと、「地域の未来を担う子供たちの成長は、その地域に
住む人々の希望」であり、「ふるさとに根付く子供たちを
育て、地域の振興・創生につなげ」ていく必要があること、
「地域住民等と目標やビジョンを共有し、地域と一体と
なって子供たちを育む『地域とともにある学校』」を目指
さなければならないこと、「学校を核とした協働の取組を
通じて、地域の将来を担う人材を育成し、自立した地域社
会の基盤の構築を図る『学校を核とした地域づくり』」を
推進していく必要があること等が述べられている（【図4】）。
　また、時期を同じくして手交された中央審議会答申3件
をふまえ発表された「『次世代の学校・地域』創生プラン」
―通称「馳プラン」では、「学校と地域の一体改革による
地域創生」の実現に向けた具体的方策（「学校の組織運営
改革（チーム学校）」「地域からの学校改革・地域創生（地
域と学校の連携・協働）」「教員改革（資質向上）」）が示さ
れている（平成28年1月25日）。

（３）「地域創造型教師」養成の必要性と地域・環境教育
専攻地域教育分野の取り組み
　以上のような北海道の地域課題と地方創生における教育
政策の動向をふまえ、地方郡部の「へき地」農山漁村に囲
まれた地域に位置する教員養成単科大学としての北海道教
育大学釧路校の使命とは、持続可能な地域社会の実現に向
け、「学校の中」から貢献していく人材を育成していくこ
とに他ならない。
　以上のような課題意識をふまえ、地域・環境教育専攻地
域教育分野では、学校・教育の取り組みを軸とした地域づ
くりとして知られる十勝郡浦幌町「うらほろスタイル推進

【図2】道内市町村人口の推移（2010年～ 2040年）
〔北海道総合政策部政策局（計画班）2014〕より転載

【図3】道内各支庁小中学校におけるへき地校指定率
〔宮前2016〕より転載。
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地域協議会」と連携し、平成23年度（2015）より「地域を
ともにつくる」マインドをもつ「地域創造型教師」の養成
に取り組んできた。
　以下では連携先としての「うらほろスタイル推進地域協
議会」と、同協議会が同町で推進する「うらほろスタイル
ふるさとづくり計画」（以下「うらほろスタイル」）につい
て概略した上で、地域教育分野における「地域創造型教師」
養成の取り組みについて述べる。

２．連携先としての「うらほろスタイル」

（１）浦幌町概観
　十勝郡浦幌町は国道38号線釧路～帯広間のほぼ中央に位
置する人口5,460人（男2,595、女2,865）、世帯数2,216世帯（平
成22年（2010）国勢調査時点）、畑作、畜産、酪農、林業、
漁業等の第一次産業を基幹産業とする町である。
　平成29年（2017）4月現在、学校には小中学校が二つず
つある。しかし町内に高等学校はなく、中学校を卒業する
と、浦幌町の子どもたちは近隣の市町村に所在する高等学
校へと鉄道やバスを使用して通学することになる。平成22
年（2010）まで同年に閉校となった北海道浦幌高等学校が
あったが、子どもたちをとりまく一度は町を出ることにな
るというこのような状況が、のちに「うらほろスタイル」
と呼ばれることになる地域づくりの大きな契機となったと
聞かれる。

（２）うらほろスタイル推進地域協議会と「うらほろスタ
イルふるさとづくり計画」
　【図5】は「うらほろスタイルふるさとづくり計画」（以
下「うらほろスタイル」）の平成28年（2016）4月現在にお
ける取り組みと推進体制を図示したものである。

①地域への愛着を育む事業
　「うらほろスタイル」の中軸をなすのが「地域への愛着
を育む事業」である。町内全小中学校の校長・教頭と担当
教員により構成される「うらほろスタイル教育推進会議」
を推進主体に、町内全小中学校の義務教育課程9年間を一
貫して正規の授業の中で取り組まれている。
　生活科や総合的な学習の時間を中心に、各教科で取り組
まれているが、とりわけ注目すべき取り組みとして、小学
校5年生児童が取り組む町内農林漁業家宅への民泊を伴う
作業体験―「浦幌民泊体験」と、これを踏まえて小学校6
年生が修学旅行の際に取り組む「ふるさとうらほろの魅力
PR活動」、および中学校3年生が9年間の「うらほろスタイ
ル教育」の集大成として取り組む「総合的な学習の時間―
町おこし」の取り組みがある。
　宿泊研修や修学旅行の一環として、児童生徒が他町村で
取り組む民泊体験は現在ではそれほど珍しい取り組みでは
ない。しかし地元農林漁業家宅での民泊体験の取り組み
は、全国でも数例しかない稀有な取り組みであると考えら
れる。小学校6年生の修学旅行の一環として取り組まれる
「ふるさとうらほろの魅力PR活動」は、民泊体験で知り
得た地元・浦幌の魅力を他者に伝えることを通して再確認
していく機会となり、また中学校3年生による「町おこし」
の取り組みは、まだ中学校ではおそらくそれほど多くは取
り組まれていない、地域づくり・地方創生とプロジェクト
型（アクティブ・ラーニング型）学習、地域人材形成の交
差するところに成り立つ地域課題解決型キャリア教育とし
て意味を持つものである。
②農村つながり体験事業
　小学校5年生児童が取り組む「浦幌民泊体験」に、その
受け入れという形で協力を行っているのが、「うらほろ子
ども食のプロジェクト」による「農村つながり体験事業」
である。同「プロジェクト」は①「地域への愛着を育む事

【図4】中央審議会答申「新しい時代の教育や地方創生の
実便に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推
進方策について（平成27年（2015）12月21日）

【図5】「うらほろスタイル」の推進体制と取り組みの全体
像（平成28年（2016）4月）現在
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業」の推進主体である「うらほろスタイル教育推進会議」
の「民泊部会」担当教師と農林漁業家有志により構成され
る。
③子どもの想い実現事業
　中学校3年生による「町おこし」の取り組みに、その提
案の実現に向けた調整という形で協力を行っているのが
「子どもの想い実現ワークショップ」による「子どもの想
い実現事業」である。うらほろ地域おこし協力隊を事務
局に、地域住民その他有志により月1回程度集まりワーク
ショップを行って、中学生の「町活性化（案）」実現に向
けた意見交換を行っている。ここからは、これまで町キャ
ラクター「うらはとほろま」や町産食材を使用した「浦幌
弁当」等がすでに実現されている。
④若者のしごと創造事業
　以上のような取り組みを通じ、着実に育まれてきた「将
来も町に住み続けたい」という子どもたちの声、地域に対
する愛着や誇りに応えるために、平成25年（2013）より取
り組まれることとなったのが「若者のしごと創造事業」で
ある。役場産業課を事務局に、町民有志による「雇用創出
ワークショップ」により推進される。
　平成26年（2014）2月、一般社団法人食品需給センター
の協力を得て、中学校卒業後の子どもたちのキャリア形成
のあり方や地域資源の検証等を経て、6つの事業を提案し
ている〔うらほろスタイル推進地域協議会（若者の雇用創
造事業検討会）2014〕。
⑤うらほろスタイル発展事業
　役場町づくり政策課を事務局に、「うらほろスタイル」
のさらなる安定的発展を目指して平成28年度（2016）より
取り組まれているのが「うらほろスタイル発展事業」であ
る。「うらほろスタイル推進地域協議会」の法人化や、異
世代多文化交流による町活性化に向けた「複合施設」建設
の可能性の検討が進められている。
　「うらほろスタイル発展事業」のうち教育の取り組みと

して注目すべきものに「高校生つながり発展事業」がある。
平成28年（2016）3月の中学校卒業生たちの「卒業した後
も集まって、町活性化のために自分たちでできることを考
え取り組んでいきたい」との声を受け取り組まれることと
なったもので、高校生がボランティア・サークル「浦幌部」
を結成、大学生やうらほろ地域おこし協力隊の支援も受け
ながら活動を模索している。地元唯一の高校・浦幌高等学
校が閉校となった浦幌町にとっては、地域の持続可能性の
実現に向け高校生らの課題意識やキャリア意識を育んでい
く、非常に頼もしい一歩である。
　以上のような「うらほろスタイル」の取り組みをゆるや
かに下支えするのが「うらほろスタイル推進地域協議会」
である。同協議会はいくたびか組織体制に変更を加えつ
つ、役場町づくり政策課を事務局に、町内の企画会社・株
式会社ノースプロダクション（近江正隆代表取締役）とう
らほろ地域おこし協力隊が「うらほろスタイル推進事業
コーディネーター」として実務にあたるという現在の体制
にいたっている。

（３）「地域とともにある学校」の先進事例としての「う
らほろスタイル」
　「うらほろスタイル」の特徴は、①「子どもたちが町に
残らないのは仕事がないからではない、地域に対する愛着
や誇りが育まれていないからである」との発想のもと、子
どもたちを「将来の地域の担い手」と明確に位置付けて、
そこに「地域に対する愛着・誇り」を育んでいくことを目
的とした「町づくり」の取り組みである点（「子どもを軸」
とした「町づくり」の取り組み）、②このような「町づくり」
の取り組みが、町内全小中学校9年間の義務教育課程を一
貫し、正規の教育課程で取り組まれているという点（「学
校を舞台」とした取り組み）、③したがって、子どもたち
と学校において直接関わる教師が「町づくり」の重要なア
クターとして位置付けられて、なおかつ地域づくりに対す
る課題意識・危機意識を共有しつつ（「地域のために、地
域とともに」）参画している、成り立ちとしても推進体制
としても「学校発」の取り組みであるという点にある（「学
校発」の地域づくり）。
　「子どもを軸」に「学校を舞台」に取り組まれる「学校発」
の地域づくり「うらほろスタイル」は、「地域とともにあ
る学校」「学校を核とした地域づくり」の先進事例中の先
進事例ということができる。なお、平成27年（2015）4月、
浦幌町教育委員会は、こうした持続可能な地域づくりに向
けた学校・地域の連携・協働の取り組みを制度的に担保し
ていく仕組みとして、コミュニティ・スクールの制度を導
入している。

３．「うらほろスタイル」から学ぶ、地域・環境教育専攻
地域教育分野の「地域創造型教師」養成の取り組み

【図6】「うらほろスタイル推進地域協議会」と連携した「地
域創造型教師」養成の取り組みの全体像
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【図6】は「うらほろスタイル」から学ぶ、地域・環境教
育専攻地域教育分野の「地域創造型教師」養成の取り組み
の全体像である。

（１）2年生前期
　分野への所属が2年次からとなるため、取り組みも2年次
からとなる。2年生前期には、「うらほろスタイルを知る」
ことをテーマに「浦幌民泊体験」と「浦幌バスツアー」に
取り組んでいる。「浦幌民泊体験」も「浦幌バスツアー」
も、浦幌町の子どもたちが「地域への愛着の育む事業」（学
校の取り組み）の一環として行っているものである。
　まずは「子どもの立場」で「うらほろスタイル」を体験
的に知ると同時に、民泊体験を通して地域の方々と直接触
れ合い、学校・教師に対する期待を肌で感じることを目的
としている。

（２）2年生後期
　2年生後期には、2年生前期における学習を踏まえ、地域
の人々の学校・教師に対する期待に応えるための取り組み
や努力について知ることを目的に、「うらほろスタイル」
関係者による講義やワークショップをお願いしている。体
験学習としては浦幌中学校における「総合的な学習の時間
―町「活性化（案）発表会」の参観を行って、理論と実践
を統合していくことが目指される。

（３）3年生前期
　3年生前期には「子どもの想い実現ワークショップ」へ
の参加等、「地域の大人」の立場から「うらほろスタイル」
に参加・体験していくことが目指される。
　「子どもの想い実現ワークショップ」との関わりでは、
ワークショップへの参加の他、これまで「浦幌新聞」（町
内の出来事を伝える情報誌）、「ウラペチーノ」（某有名コー
ヒーショップの人気商品を模した浦幌産フルーツ等による
ドリンク）、「浦幌PIZZA」（浦幌産食材を使用したピザ）
の実現に関わってきた他、これらの大学学園祭での販売
や、高校生による「浦幌部」の活動支援等を行ってきた。
浦幌町の中高生へのキャリア支援となると同時に、参加学
生たちにとっては地域の大人や中高生たちとの関わりを通
じ、自らのキャリアや教師としての専門性について、地域
の大人達との「協働」の中で改めて考えていく機会となっ
ている。

（４）3年生後期
　3年生後期には、浦幌小学校での教育実習を行って、「教
師として」「学校の中から」「うらほろスタイル」に参画・
体験していく。地域の人々の学校・教師に対する期待に応
えるための現場教師の取り組み・努力を学校の中に身を置
き間近で見、体験する「地域創造型教師」養成の取り組み
のクライマックスである。

　平成25年度以降、2名（平成25年度（2013））、4名（平成
26年度（2014））、2名（平成27年度（2015））、1名（平成28
年度（2016））と年度ごとにバラつきはあるが、これまで9
名の教育実習生を受け入れていただいてきた（平成29年度
（2017）には2名の教育実習生を予定）。
　その他3年生後期には、教育実習での体験をベースに浦
幌小学校および上浦幌小学校より「うらほろスタイル」担
当教諭や学校長をお招きし、「『うらほろスタイル』におけ
る授業づくりの実際」に関する講義をお願いしている。学
校・地域が連携・協働しての授業作りやカリキュラム・マ
ネジメントの実際について、教育実習での体験に基づき
理論と実践を往還しながら理解していくまたとない機会と
なっている。

（５）4年生前期・後期
　これらをふまえ、4年生前期には自らの進路を決定し、
教員志望学生は教員採用試験へと臨むことになる。進路と
しては教員の他、地域学習等、学校・教師の地域連携によ
る取り組みを地域にあって支援していきたいとの希望か
ら、地域教育コーディネーターや社会教育諸施設・諸機関
への就職を希望する学生もある。
　4年生後期には4年間の学習・研究の集大成として卒業論
文執筆に取り組むが、これまでのところ、学校・地域の連
携・協働のあり方や、ふるさと学習、カリキュラム・マネ
ジメント、地域課題解決型キャリア教育、教科横断型学習
といったテーマが取り上げられている。

（６）成果と課題
　このように、「うらほろスタイル推進地域協議会」と連
携した「地域創造型教師」養成の取り組みでは、【子ども】
➠【地域の大人】➠【教師として学校の中から】というよ
うに、それぞれの立場から「うらほろスタイル」に参画・
体験することで、【地域の人々の学校・教師に対する期待】
を知り、【それに応えるための教師の専門性とは何か】を
考え、【そのような資質や能力を身に付けるために学生時
代にどのような取り組みをすれば良いか】を学生自らが問
うていく、体験と学生たちの主体的な課題意識の喚起を重
視したアクティブ・ラーニング型、プロジェクト型の取り
組みを目指している。
　持続可能な地域づくりに向け「教師」として「学校の
中」から貢献していく学校・地域の連携・協働に向けた課
題意識や専門性は、これに向けた学校・地域の連携・協働
に実地に参画していく中でしか育むことができないという
のが、こうした取り組みを通じ、これまで得てきた実感で
ある。
　以上のような取り組みを通じ、学校・地域の連携・協働
の取り組みについてさらに実地に学びたいと、浦幌町で地
域おこし協力隊（学校・地域連携担当）として地域教育コー
ディネート業務にあたりつつ、と同時に大学と地域との間
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をつないでくれる卒業生もある。今後の課題として、彼ら・
彼女らの今後の「地域創造型教師」としてのキャリア形成
に注目することで、「地域創造型教師」養成に向けた今後
の課題を明らかにしていきたいと考えている。

おわりに

　以上、本稿では地域・環境教育専攻地域教育分野におけ
る「うらほろスタイル推進地域協議会」と連携した「地域
創造型教師」養成の取り組みについて述べてきた。以下で
はこうした取り組みを通じて見えてきた、教員養成課程に
おける「地域連携担当教職員（仮称）」養成の可能性につ
いて述べ、本稿結語にかえたい。
　すでに「はじめに」おいて述べたように、「地域連携担
当教職員（仮称）」とは、中央教育審議会答申「チームと
しての学校の在り方と今後の改善方策について」（平成27
年（2015）12月21日）ならびに「新しい時代の教育や地方
創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働体制の在り方
と今後の推進方策について」（同）、そしてこれを踏まえて
発表された「『次世代の学校・地域』創生プラン」（通称「馳
プラン」（平成28年（2016）1月25日））において、「地域コー
ディネーター」「統括（的）コーディネーター」とともに「今
後法令上明確化することを検討する」ことされた「学校と
地域の連携を推進するため、学校内において地域との連携
の推進の中核を担う教職員」である。
　結論から述べるならば、「教員」養成にのみ特化した現
在の教員養成課程・教員養成単科大学においてこれを養成
することはかなり困難であると言わざるを得ない。仮に「地
域連携担当教職員養成コース」のようなものが開設された
として、形式的に資格を認定するだけの形骸化したものに
堕する可能性が高い。
　すでに述べたように、持続可能な地域づくりに向け「教
師」として「学校の中」から貢献していく学校・地域の連
携・協働に向けた課題意識や専門性は、そのような取り組
みに実地に参画していく中においてしか育むことはできな
い。キーワードは「ごちゃまぜ」である。学校・地域の連携・
協働を学校・地域において担うことになる「地域連携担当
教職員」と「地域コーディネーター」（ないし「統括（的）
コーディネーター）とは、学校と地域、双方の立場や利害
を理解した上での役割分担でしかあり得ない。両者は表裏
一体の関係にあり、「セット」でしか育成することができ
ないであろうというのが筆者の体験に基づく実感である。
　両者は「セット」で、学校・地域の連携・協働の取り組
みに実地の参画していく中でしか育成は困難なのであり、
今後求められている教師像と現行教員養成課程の実態との
ズレに即して述べるなら、「社会に開かれた教育課程」を
担う教員は、「社会に開かれた教員養成課程」においてし
か育むことはできないのである。

＊本研究は、文部科学省科学研究費補助金（基盤（C））「持
続可能な地域づくりに向けた学校内外における協働体制の
構築過程に関する調査研究」（平成28年度～ 30年度、研究
代表者・宮前耕史）、および同「地域とともにある学校づ
くりの実質化と地域人材育成に関する調査研究」（平成28
年度～ 30年度、研究代表者・安井智恵）による研究成果
の一部である。

【注】

（1）「地域創造型教師」については〔宮前2016〕参照のこと。
「うらほろスタイル推進地域協議会」が推進する「うらほ
ろスタイルふるさとづくり計画」ならびに「うらほろスタ
イル教育」については〔宮前2015〕他を参照のこと。また、
「うらほろスタイル推進地域協議会」と連携した「地域創
造型教師」養成の従来の取り組みについては〔宮前・今西・
竹本2016〕〔宮前・添田2015〕他を参照のこと。
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